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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

25年３月期第３四半期  3,038  16.6 472 9.7  522  21.4  350  30.1

24年３月期第３四半期  2,606  △6.2 430 △16.0  430  △16.4  269  △70.9

  
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

25年３月期第３四半期  3,569.68  3,551.78

24年３月期第３四半期  2,736.74  2,730.61

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

25年３月期第３四半期  8,781 7,673  87.1  77,945.87

24年３月期  9,329 8,095  86.6  82,230.44

（参考）自己資本 25年３月期第３四半期 7,649百万円   24年３月期 8,082百万円 

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

24年３月期  － 0.00 － 3,000.00  3,000.00

25年３月期  － 0.00 －     

25年３月期（予想）       3,000.00  3,000.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 有

３．平成25年３月期の業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  4,594  13.3  797  △25.0  851 △20.7  530  △22.0  5,387.79

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有



※  注記事項 

  

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  

  

  

 

  

（３）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                  ： 無

③  会計上の見積りの変更                    ： 有

④  修正再表示                              ： 無

（注）詳細は添付資料Ｐ４「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）会計方針の変更・会計上の見積り

の変更・修正再表示」をご覧ください。

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年３月期３Ｑ 98,447株 24年３月期 98,444株

②  期末自己株式数 25年３月期３Ｑ 2,000株 24年３月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 25年３月期３Ｑ 98,445株 24年３月期３Ｑ 98,444株

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外でありますが、この四半

期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きが完了しております。

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予

想に関する事項は、添付資料Ｐ３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想に関する定性的情報」をご

覧ください。
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要など生産活動や個人消費の一部に緩

やかな回復基調が見られるなか、欧米諸国の財政不安や景気の低迷により長期化する円高の影響を受け、先行き不

透明な状況が続きました。しかし、第３四半期末頃からの経済政策の期待等により株価は上昇傾向となり、為替も

円安傾向となりました。 

 医薬品業界におきましては、後発品の普及促進、長期収載品の薬価引き下げ等の医療費抑制政策により引き続き

厳しい状況にあり、新薬開発が一層重要な課題となっております。 

 このような状況のもと、当社は製品価値の最大化に向けた販路の再構築や眼科・皮膚科領域における新薬の創出

を目指し、積極的に事業活動に取り組みました。 

  

 当第３四半期累計期間の売上高は、前年同期と比べレスキュラ®点眼液が減収となったものの、AMITIZA®カプセ

ルが増収となったため、3,038百万円（前年同期比16.6％増）となりました。 

 利益面におきましては、網膜色素変性治療薬（開発コード：UF-021）やドライアイ治療薬（開発コード：RU-

101）の治験準備等のため研究開発費が増加したものの、上記売上高の増加に伴う売上総利益が増加したことによ

り営業利益472百万円（同9.7％増）、経常利益522百万円（同21.4％増）、四半期純利益350百万円（同30.1％増）

となりました。 

  

 事業部門別の状況は次のとおりであります。 

（レスキュラ®点眼液） 

 ＜日本市場＞ 

 当社の主力商品であるレスキュラ®点眼液は、製品価値の最大化に向け、販売先との共同プロモーションに注力

し、次の施策を行っております。  

①緑内障の早期発見を目指して眼科医を対象に眼底読影勉強会を積極的に開催するとともに、製品説明会等を通

じ、レスキュラ®点眼液の販売促進活動を行う 

②学会セミナーの開催や講演会記録集等の作成により製品特性等の情報提供を活発に行い、レスキュラ®点眼液

の認知度向上・普及促進活動に取り組む 

 上記①、②の施策により、処方数の減少幅は前年に比べ小さくなっているものの、ロイヤリティー収入の減少や

薬価改定（前年同期比5.6％減）の影響を受け、当第３四半期累計期間の売上高は924百万円（同19.8％減）となり

ました。 

  

 ＜北米市場＞ 

 Sucampo AG が米国での再上市を目的として、レスキュラ®点眼液の添付文書について追加新薬申請の承認を取得

しており、当社は当期中の売上を見込んでおります。 

  
  
（AMITIZA®カプセル） 

 当第３四半期累計期間におけるAMITIZA®カプセルの売上高は1,995百万円（前年同期比41.5％増）となりまし

た。地域別の概要につきましては以下のとおりであります。 

 ＜北米市場＞ 

 当社は米国のSucampo Pharma Americas,Inc.との北米地域における独占的製造供給契約に基づき、慢性特発性便

秘症及び便秘型過敏性腸症候群治療薬の受託製造を行っております。 

 当第３四半期累計期間の売上高は、販売提携先の武田薬品工業株式会社からの受託数量増加に伴い、1,818百万

円（同29.0％増）となりました。 

  

 ＜日本市場＞ 

 平成24年７月５日に株式会社スキャンポファーマが慢性便秘症（器質的疾患による便秘を除く）治療薬の製造販

売承認を取得しております。当第３四半期累計期間より出荷を開始しており、売上高は177百万円となりました。 

   

 ＜その他の地域＞ 

 スキャンポ各社はスイスや英国においても慢性特発性便秘症治療薬として販売承認を取得しており、北米地域に

おいてはAMITIZA®カプセルの新たな適応として非癌性疼痛患者を対象としたオピオイド誘発性腸機能障害治療薬と

して、FDAに対し製造販売承認申請を行っております。当社は各地域において同社と独占的製造供給契約を締結し 

ております。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（医薬品開発支援サービス） 

 医薬品開発支援サービスの当第３四半期累計期間の売上高は118百万円（同173.8％増）となりました。  

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

 当第３四半期会計期間末における流動資産は7,110百万円となり、前事業年度末に比べ124百万円減少いたしま 

した。これは主に売掛金が139百万円増加したものの、現金及び預金が233百万円減少したことによるものでありま

す。固定資産は1,670百万円となり、前事業年度末に比べ423百万円減少いたしました。これは主にSucampo 

Pharmaceuticals,Inc.社の株式の評価替えにより、投資有価証券が467百万円減少したことによるものでありま

す。 

 この結果、総資産は、8,781百万円となり、前事業年度末に比べ548百万円減少いたしました。 

（負債） 

 当第３四半期会計期間末における流動負債は717百万円となり、前事業年度末に比べ12百万円増加いたしまし 

た。これは主に未払法人税が158百万円減少した一方、未払金が179百万円増加したことによるものであります。固

定負債は390百万円となり、前事業年度末に比べ138百万円減少いたしました。これは主に繰延税金負債が146百万

円減少したことによるものであります。 

 この結果、負債合計は、1,107百万円となり、前事業年度末に比126百万円減少いたしました。 

（純資産） 

 当第３四半期会計期間末における純資産合計は7,673百万円となり、前事業年度末に比べ421百万円減少いたし 

ました。これは主に当期純利益（350百万円）の計上及び剰余金の配当（△295百万円）により、利益剰余金が55百

万円増加した一方、その他有価証券評価差額金が301百万円、及び自己株式2,000株の取得により188百万円がそれ

ぞれ減少したことによるものであります。 

 この結果、自己資本比率は87.1％（前事業年度末は86.6％）となりました。 

   

   

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成25年３月期通期の業績予想につきましては、本日（平成25年２月12日）公表の「業績予想及び配当予想に関

するお知らせ」をご覧下さい。  

   

   

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。   

   

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更） 

 当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産につ

て、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 これによる当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微でありま

す。   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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２．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,209,668 4,975,683

売掛金 469,195 608,459

製品 176,201 94,224

仕掛品 804,303 867,696

原材料及び貯蔵品 315,576 236,094

その他 260,402 328,631

流動資産合計 7,235,347 7,110,789

固定資産   

有形固定資産 421,296 415,119

無形固定資産 86,166 126,932

投資その他の資産   

投資有価証券 1,521,695 1,054,305

その他 65,282 74,359

投資その他の資産合計 1,586,978 1,128,664

固定資産合計 2,094,441 1,670,715

資産合計 9,329,788 8,781,504

負債の部   

流動負債   

買掛金 124,009 148,222

未払法人税等 158,238 －

その他 423,254 569,546

流動負債合計 705,502 717,769

固定負債   

繰延税金負債 477,177 330,194

資産除去債務 21,332 29,978

その他 30,682 30,025

固定負債合計 529,192 390,197

負債合計 1,234,695 1,107,967

純資産の部   

株主資本   

資本金 653,987 654,083

資本剰余金 593,787 593,883

利益剰余金 5,890,499 5,945,796

自己株式 － △188,063

株主資本合計 7,138,273 7,005,699

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 944,385 643,339

評価・換算差額等合計 944,385 643,339

新株予約権 12,434 24,498

純資産合計 8,095,093 7,673,537

負債純資産合計 9,329,788 8,781,504
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年12月31日) 

売上高   

製品売上高 2,481,290 2,963,711

ロイヤリティー収入 125,000 75,000

売上高合計 2,606,290 3,038,711

売上原価 877,901 1,158,955

売上総利益 1,728,389 1,879,756

販売費及び一般管理費 1,298,126 1,407,600

営業利益 430,262 472,156

営業外収益   

受取利息 3,353 4,183

為替差益 － 39,842

受取賃貸料 8,318 4,634

その他 2,113 2,292

営業外収益合計 13,785 50,952

営業外費用   

為替差損 13,309 －

その他 － 167

営業外費用合計 13,309 167

経常利益 430,738 522,942

特別損失   

固定資産除却損 11,317 2,981

特別損失合計 11,317 2,981

税引前四半期純利益 419,421 519,960

法人税、住民税及び事業税 95,988 119,661

法人税等調整額 54,017 49,671

法人税等合計 150,005 169,332

四半期純利益 269,415 350,628
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 該当事項はありません。   

   

   

 当社は以下のとおり、経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の実行および株主への利益還元のため、平成

24年11月12日開催の取締役会決議に基づく自己株式の取得を行いました。 

  

・取得の期間   平成24年11月16日から平成24年12月11日 

・取得株式数   普通株式2,000株 

・取得総額    188,063千円 

・取得方法    株式会社大阪証券取引所JASDAQ市場における信託方式による市場買付 

   

 当社は、医薬品の製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

   

重要な契約の締結 

 当社は、平成25年１月24日の取締役会決議に基づき、平成25年２月１日に独立行政法人科学技術振興機構と新技

術開発委託契約を締結しました。 

①契約締結の理由 

 当社が現在開発中の網膜色素変性治療薬（開発コード：UF-021）の第３相臨床試験の開発資金の支援を受けるた

めであります。 

②契約の相手先の名称 

 独立行政法人科学技術振興機構 

③契約締結の時期 

 平成25年２月１日 

④契約の内容 

 独立行政法人科学技術振興機構の運営する研究成果最適支援展開プログラム A-STEPに基づく契約であります。 

 A-STEPは大学や公的研究機関などで生まれた研究成果を基にした実用化を目指すための研究開発フェーズを対象

とする技術移転支援プログラムです。当プログラムは、最長で7年間、20億円までの研究開発資金を支援する制度

となっております。成功時には売上に応じて実施料を納付し、支援額の全額を返済します。但し、不成功時には、

支援額の10％を返済します。  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等

（６）重要な後発事象
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